
 

 

 

Ａ３７ 早朝や夜間などの暗い時間帯に加え、 

浸水後にやむを得ず立退き避難をする 

場合は、電柱、側溝やマンホールの蓋に 

注意をして避難してください。 

避難する際は、棒などを杖代わりにし、

懐中電灯などで視界を確保してください。 

    水深が浅くても、流れている水の中を歩くのはとても危険なので、浸水する 

前に早めの避難をしましょう。 

 

Ｑ３７ 暗い時間帯や降雨時、浸水時にはどのようなことに注意して 
避難したらよいですか。 


